
（土）平成26年
時　間:13：30～17：30（開場13：00）
場　所:福島県建設センター２階大会議室
            （福島県福島市五月町4-25）9/13

主催／福島県歴史的建造物保全活用促進協議会/福島県耐震化リフォーム等推進協議会

福島県耐震化・リフォーム等推進協議会（事務局/福島県建築安全機構）福島市五月町4-25（建設センター5F）
■お問合せ

TEL024-563-6213　FAX024-529-5274

■会場案内図
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● 著書
・2010.5「小屋と倉」建築資料研究社
・2008.5「日本の民家　屋根の記憶」彰国社（共著）
・2009.2「民家造」学芸出版社
・2005.8「住まいを四寸角で考える」学芸出版社
・2002.12「職人が語る　木の技」建築資料研究社
・2002.3「つくばの民家　つくば市古民家調査報告  
  書」つくば市教育委員会
・1995.3「住まいの伝統技術」建築資料研究社 
・1995.5「現代木造住宅論」INAX出版
・1983.12「茅葺きの民俗学」はる書房　など

里山建築研究所主宰、NPO木の建築フォラム代表理事、
(社)日本茅葺き文化協会代表理事、（社）日本板倉建築協会代
表理事、歴史的建築物活用ネットワーク共同代表
1948年宮城県生まれ

1989年
1994年
2003年
2010年
2011年
2013年
2014年
2014年

日本建築学会奨励賞 
福島県建築文化賞（共同設計） 
東北建築賞奨励賞（共同設計） 
住宅総合研究財団　清水康雄賞
日本建築学会賞（論文）
グッドデザイン賞
日本造園学会賞（技術賞）
日本建築仕上学会賞（作品賞）

福島ヘリテージマネージャー育成講習会 『安藤邦廣氏・竹原義二氏』特別講演会のごあんない

申込方法 ： ①または②のいずれかの方法でお申込みください。
　　　　　①電話での申込　福島県耐震化リフォーム等推進協議会までお電話ください。　☎０２４－５６３－６２１３（月～金9～17時）　　　　　
　　　　　　　　　　　　   「特別講演会の参加申込」とお伝えください。　＊ヘリテージマネージャーに関するお問い合わせもこちらで受け付けます。
　　　　　②ＦＡＸでの申込　FAX.０２４－５２９－５２７４　以下にご記入の上、この用紙をＦＡＸでお送りください。
　　　　　　　　　　　　　＊受講票は発行致しませんので、直接会場にお越しください。

氏名(代表者) 人数

人

電話番号(代表者)

ー　　　　　ー ー　　　　　ー

FAX番号(代表者)

✓印を付けてください。　□消費者　□設計事務所　□リフォーム会社　□行政機関　□他(　　　　　　　　　　　　　　　)

ＦＡＸ申込書 ※個人情報は第三者に開示・提供は致しません。

　平成23年３月11日の東日本大震災では、多くの建造物が被害を受けました。これらのなかには、地域の文化財産とも言うべき歴史的価値ある建造物
も含まれていましたが、修補や活用に関する専門家の的確な助言が無いままに、貴重な建造物が解体除却に至った事例も少なくありません。一方、平成
20年５月には「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」が施行されるなど、いま、地域固有の文化的価値のある歴史的な建造物等の保全
活用を促し、地域の特性を活かした後世に引き継ぐまちづくりが求められています。これらの要請に応えるため、歴史的建造物等の発掘、意義付け、保全
活用設計や相談を行う専門家としてヘリテージマネージャー（歴史文化遺産活用推進員）を育成する講習会を実施しています。
　この度、ヘリテージマネージャー育成講習会に、古民家再生改修の草分けである安藤邦廣氏、竹原義二氏をお招きし、講演会を企画いたしましたので、
一般の方々も聴講されますようご案内いたします。

安藤　邦廣　氏

1948年
1975年

1978年
1996年
2000年

2011年

2013年

徳島県生まれ。
大阪市立大学富樫研究室を経て、石井修氏の美
建・設計事務所に勤務。
無有建築工房を設立。
「鴻ノ巣の家」にて村野藤吾賞受賞
４月～2013年３月まで大阪市立大学大学院生
活科学研究科教授。
「大阪長屋の再生 ストック活用力育成プログラ
ム」にて日本建築学会教育賞(教育貢献)受賞
十八間蔵（猪苗代町）の改修設計に従事し、2014
年６月「はじまりの美術館」として生まれ変わる。

●著書
「無有」（学芸出版社）
「竹原義二の住宅建築」（ＴＯＴＯ出版）
「エイジング・イン・プレイス」（学芸出版社・共著）
「いきている長屋」（大阪公立大学共同出版会・編著）
「日本の住宅をデザインする方法」（エクスナレッジ・
共著）
「竹原義二 間と回遊の住宅作法」（「建築文化」605号
/彰国社）
「竹原義二Ⅱ 職人の技/建築の力」（「建築文化」641
号/彰国社）

筑波大学名誉教授・工学博士・建築家　

竹原　義二 氏無有建築工房主宰・建築家　

※写真は、明治44年に建てられた県物産館(のち県立図書館)で、木造モルタル三階建ての典雅な洋風建築でしたが昭和35年に焼失しました。

受賞：


